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愛 玩 動 物 看 護 師 法

（令和元年法律第五十号）
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第一章　　総　則
（目　的）
第一条　この法律は，愛玩動物看護師の資格を定め
るとともに，その業務が適正に運用されるように
規律し，もって愛玩動物に関する獣医療の普及及
び向上並びに愛玩動物の適正な飼養に寄与するこ
とを目的とする．

（定　義）
第二条　この法律において「愛玩動物」とは，獣医
師法（昭和二十四年法律第百八十六号）第十七条
に規定する飼育動物のうち，犬，猫その他政令で
定める動物をいう．
2　この法律において「愛玩動物看護師」とは，農
林水産大臣及び環境大臣の免許を受けて，愛玩動
物看護師の名称を用いて，診療の補助（愛玩動物
に対する診療（獣医師法第十七条に規定する診
療をいう．）の一環として行われる衛生上の危
害を生ずるおそれが少ないと認められる行為で
あって，獣医師の指示の下に行われるものをい
う．以下同じ．）及び疾病にかかり，又は負傷し
た愛玩動物の世話その他の愛玩動物の看護並びに
愛玩動物を飼養する者その他の者に対するその愛

護及び適正な飼養に係る助言その他の支援を業と
する者をいう．

第二章　免　許
（免　許）
第三条　愛玩動物看護師になろうとする者は，愛玩
動物看護師国家試験（以下「試験」という．）に
合格し，農林水産大臣及び環境大臣の免許（第
三十一条第三号を除き，以下「免許」という．）を
受けなければならない．

（欠格事由）
第四条　次の各号のいずれかに該当する者には，免
許を与えないことがある．
一　罰金以上の刑に処せられた者
二　前号に該当する者を除くほか，愛玩動物看護
師の業務に関し犯罪又は不正の行為があった者
三　心身の障害により愛玩動物看護師の業務を適
正に行うことができない者として農林水産省
令・環境省令で定めるもの
四　麻薬，大麻又はあへんの中毒者

（愛玩動物看護師名簿）
第五条　農林水産省及び環境省にそれぞれ愛玩動物
看護師名簿を備え，免許に関する事項を登録する．

（登録及び免許証の交付）
第六条　免許は，試験に合格した者の申請により，
愛玩動物看護師名簿に登録することによって行う．
2　農林水産大臣及び環境大臣は，免許を与えたと
きは，愛玩動物看護師免許証を交付する．

（意見の聴取）
第七条　農林水産大臣及び環境大臣は，免許を申請
した者について，第四条第三号に掲げる者に該当
すると認め，同条の規定により免許を与えないこ
ととするときは，あらかじめ，当該申請者にその
旨を通知し，その求めがあったときは，農林水産
大臣及び環境大臣の指定する職員にその意見を聴
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愛玩動物看護師法の制定と施行スケジュール等について

行政・獣医事

令和元年 6月の第 198 回通常国会における「愛玩動物看護師法」の可決・成立，同月 28 日の公布をもって，
本会の念願であった動物看護師の国家資格化が果たされた．
近年の愛玩動物の獣医療の高度化，多様化，近隣環境への配慮等の課題，動物介在療法等の諸活動等の社会
的意義の進展等が顕著な社会情勢においては，愛玩動物の診療における獣医師と動物看護師のチーム獣医療提
供体制の整備，動物看護師によるしつけ等の充実，動物看護師の資質向上・業務の適正を図ることは不可欠で
あり，これらに鑑み愛玩動物看護師の資格が定められたものである．
ここに改めて本法の全条文，概要，受験資格，施行スケジュール等を紹介する．



74

取させなければならない．
（愛玩動物看護師名簿の訂正）
第八条　愛玩動物看護師は，愛玩動物看護師名簿に
登録された免許に関する事項に変更があったとき
は，三十日以内に，当該事項の変更を農林水産大
臣及び環境大臣に申請しなければならない．

（免許の取消し等）
第九条　愛玩動物看護師が第四条各号のいずれかに
該当するに至ったときは，農林水産大臣及び環境
大臣は，その免許を取り消し，又は期間を定めて
愛玩動物看護師の名称の使用の停止を命ずること
ができる．
2　前項の規定により免許を取り消された者であっ
ても，その者がその取消しの理由となった事項に
該当しなくなったときその他その後の事情により
再び免許を与えるのが適当であると認められるに
至ったときは，再免許を与えることができる．こ
の場合においては，第六条の規定を準用する．

（登録の消除）
第十条　農林水産大臣及び環境大臣は，免許がその
効力を失ったときは，愛玩動物看護師名簿に登録
されたその免許に関する事項を消除しなければな
らない．

（免許証の再交付手数料）
第十一条　愛玩動物看護師免許証の再交付を受けよ
うとする者は，実費を勘案して政令で定める額の
手数料を国に納付しなければならない．

（指定登録機関の指定）
第十二条　農林水産大臣及び環境大臣は，農林水産
省令・環境省令で定めるところにより，その指定
する者（以下「指定登録機関」という．）に，愛
玩動物看護師の登録の実施等に関する事務（以下
「登録事務」という．）を行わせることができる．
2　指定登録機関の指定は，農林水産省令・環境省
令で定めるところにより，登録事務を行おうとす
る者の申請により行う．
3　農林水産大臣及び環境大臣は，他に第一項の規
定による指定を受けた者がなく，かつ，前項の申
請が次の要件を満たしていると認めるときでなけ
れば，指定登録機関の指定をしてはならない．
一　職員，設備，登録事務の実施の方法その他の
事項についての登録事務の実施に関する計画
が，登録事務の適正かつ確実な実施のために適
切なものであること．
二　前号の登録事務の実施に関する計画の適正か
つ確実な実施に必要な経理的及び技術的な基
礎を有するものであること．

4　農林水産大臣及び環境大臣は，第二項の申請が

次の各号のいずれかに該当するときは，指定登録
機関の指定をしてはならない．
一　申請者が，一般社団法人又は一般財団法人以
外の者であること．
二　申請者がその行う登録事務以外の業務により
登録事務を公正に実施することができないおそ
れがあること．
三　申請者が，第二十三条の規定により指定を取
り消され，その取消しの日から起算して二年を
経過しない者であること．
四　申請者の役員のうちに，次のいずれかに該当
する者があること．
イ　この法律に違反して，刑に処せられ，その
執行を終わり，又は執行を受けることがなく
なった日から起算して二年を経過しない者
ロ　次条第二項の規定による命令により解任さ
れ，その解任の日から起算して二年を経過し
ない者

（指定登録機関の役員の選任及び解任）
第十三条　指定登録機関の役員の選任及び解任は，
農林水産大臣及び環境大臣の認可を受けなけれ
ば，その効力を生じない．
2　農林水産大臣及び環境大臣は，指定登録機関の
役員が，この法（この法律に基づく命令又は処
分を含む．）若しくは第十五条第一項に規定する
登録事務規程に違反する行為をしたとき又は登録
事務に関し著しく不適当な行為をしたときは，指
定登録機関に対し，当該役員の解任を命ずること
ができる．

（事業計画の認可等）
第十四条　指定登録機関は，毎事業年度，事業計画
及び収支予算を作成し，当該事業年度の開始前に
（第十二条第一項の規定による指定を受けた日の
属する事業年度にあっては，その指定を受けた後
遅滞なく），農林水産大臣及び環境大臣の認可を
受けなければならない．これを変更しようとする
ときも，同様とする．
2　指定登録機関は，毎事業年度の経過後三月以内
に，その事業年度の事業報告書及び収支決算書を
作成し，農林水産大臣及び環境大臣に提出しなけ
ればならない．

（登録事務規程）
第十五条　指定登録機関は，登録事務の開始前に，
登録事務の実施に関する規程（以下「登録事務規
程」という．）を定め，農林水産大臣及び環境大
臣の認可を受けなければならない．これを変更し
ようとするときも，同様とする．
2　登録事務規程で定めるべき事項は，農林水産省
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令・環境省令で定める．
3　農林水産大臣及び環境大臣は，第一項の認可を
した登録事務規程が登録事務の適正かつ確実な実
施上不適当となったと認めるときは，指定登録機
関に対し，これを変更すべきことを命ずることが
できる．

（規定の適用等）
第十六条　指定登録機関が登録事務を行う場合にお
ける第五条，第六条第二項（第九条第二項におい
て準用する場合を含む．），第八条，第十条及び第
十一条の規定の適用については，第五条中「農林
水産省及び環境省にそれぞれ」とあるのは「指定
登録機関に」と，第六条第二項中「農林水産大臣
及び環境大臣」とあるのは「指定登録機関」と，
「免許を与えたときは，愛玩動物看護師免許証」
とあるのは「前項の規定による登録をしたとき
は，当該登録に係る者に愛玩動物看護師免許証明
書」と，第八条及び第十条中「農林水産大臣及び
環境大臣」とあるのは「指定登録機関」と，第
十一条中「愛玩動物看護師免許証」とあるのは
「愛玩動物看護師免許証明書」と，「国」とあるの
は「指定登録機関」とする．
2　指定登録機関が登録事務を行う場合において，
愛玩動物看護師名簿に免許に関する事項の登録を
受けようとする者又は愛玩動物看護師免許証明書
の書換交付を受けようとする者は，実費を勘案し
て政令で定める額の手数料を指定登録機関に納付
しなければならない．
3　第一項の規定により読み替えて適用する第十一
条及び前項の規定により指定登録機関に納められ
た手数料は，指定登録機関の収入とする．

（秘密保持義務等）
第十七条　指定登録機関の役員若しくは職員又はこ
れらの職にあった者は，登録事務に関して知り得
た秘密を漏らしてはならない．
2　登録事務に従事する指定登録機関の役員又は職
員は，刑法（明治四十年法律第四十五号）その他
の罰則の適用については，法令により公務に従事
する職員とみなす．

（帳簿の備付け等）
第十八条　指定登録機関は，農林水産省令・環境省
令で定めるところにより，帳簿を備え付け，これ
に登録事務に関する事項で農林水産省令・環境省
令で定めるものを記載し，及びこれを保存しなけ
ればならない．

（監督命令）
第十九条　農林水産大臣及び環境大臣は，この法
律を施行するため必要があると認めるときは，指

定登録機関に対し，登録事務に関し監督上必要な
命令をすることができる．

（報　告）
第二十条　農林水産大臣及び環境大臣は，この法
律を施行するため必要があると認めるときは，そ
の必要な限度で，農林水産省令・環境省令で定め
るところにより，指定登録機関に対し，報告をさ
せることができる．

（立入検査）
第二十一条　農林水産大臣及び環境大臣は，この法
律を施行するため必要があると認めるときは，そ
の必要な限度で，その職員に，指定登録機関の事
務所に立ち入り，指定登録機関の帳簿，書類その
他必要な物件を検査させ，又は関係者に質問させ
ることができる．
2　前項の規定により立入検査を行う職員は，その
身分を示す証明書を携帯し，かつ，関係者の請求
があるときは，これを提示しなければならない．
3　第一項に規定する権限は，犯罪捜査のために認
められたものと解釈してはならない．

（登録事務の休廃止）
第二十二条　指定登録機関は，農林水産大臣及び環
境大臣の許可を受けなければ，登録事務の全部又
は一部を休止し，又は廃止してはならない．

（指定の取消し等）
第二十三条　農林水産大臣及び環境大臣は，指定登
録機関が第十二条第四項各号（第三号を除く．）
のいずれかに該当するに至ったときは，その指
定を取り消さなければならない．
2　農林水産大臣及び環境大臣は，指定登録機関が次
の各号のいずれかに該当するに至ったときは，そ
の指定を取り消し，又は期間を定めて登録事務の
全部若しくは一部の停止を命ずることができる．
一　第十二条第三項各号の要件を満たさなくなっ
たと認められるとき．
二　第十三条第二項，第十五条第三項又は第十九
条の規定による命令に違反したとき．
三　第十四条又は前条の規定に違反したとき．
四　第十五条第一項の認可を受けた登録事務規程
によらないで登録事務を行ったとき．
五　次条第一項の条件に違反したとき．

（指定等の条件）
第二十四条　第十二条第一項，第十三条第一項，第
十四条第一項，第十五条第一項又は第二十二条の
規定による指定，認可又は許可には，条件を付し，
及びこれを変更することができる．
2　前項の条件は，当該指定，認可又は許可に係る
事項の確実な実施を図るため必要な最小限度のも
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第三章　試　験
（試　験）
第二十九条　試験は，愛玩動物看護師として必要な
知識及び技能について行う．

（試験の実施）
第三十条　試験は，毎年一回以上，農林水産大臣及
び環境大臣が行う．

（受験資格）
第三十一条　試験は，次の各号のいずれかに該当す
る者でなければ，受けることができない．
一　学校教育法（昭和二十二年法律第二十六号）
に基づく大学において農林水産大臣及び環境大
臣の指定する科目を修めて卒業した者
二　農林水産省令・環境省令で定める基準に適合
するものとして都道府県知事が指定した愛玩動
物看護師養成所において，三年以上愛玩動物看
護師として必要な知識及び技能を修得した者
三　外国の第二条第二項に規定する業務に関する
学校若しくは養成所を卒業し，又は外国で愛玩
動物看護師に係る農林水産大臣及び環境大臣の
免許に相当する免許を受けた者で，農林水産大
臣及び環境大臣が前二号に掲げる者と同等以上
の知識及び技能を有すると認定したもの

（試験の無効等）
第三十二条　農林水産大臣及び環境大臣は，試験に
関して不正の行為があった場合には，その不正行
為に関係のある者に対しては，その受験を停止さ
せ，又はその試験を無効とすることができる．
2　農林水産大臣及び環境大臣は，前項の規定によ
る処分を受けた者に対し，期間を定めて試験を受
けることができないものとすることができる．

（受験手数料）
第三十三条　試験を受けようとする者は，実費を勘
案して政令で定める額の受験手数料を国に納付し
なければならない．
2　前項の受験手数料は，これを納付した者が試
験を受けない場合においても，返還しない．

（指定試験機関の指定）
第三十四条　農林水産大臣及び環境大臣は，農林水
産省令・環境省令で定めるところにより，その指
定する者（以下「指定試験機関」という．）に，
試験の実施に関する事務（以下「試験事務」とい
う．）を行わせることができる．
2　指定試験機関の指定は，農林水産省令・環境省
令で定めるところにより，試験事務を行おうとす
る者の申請により行う．

（指定試験機関の愛玩動物看護師試験委員）
第三十五条　指定試験機関は，試験の問題の作成及

のに限り，かつ，当該指定，認可又は許可を受け
る者に不当な義務を課することとなるものであっ
てはならない．

（指定登録機関がした処分等に係る審査請求）
第二十五条　指定登録機関が行う登録事務に係る処
分又はその不作為について不服がある者は，農林
水産大臣及び環境大臣に対し，審査請求をするこ
とができる．この場合において，農林水産大臣及
び環境大臣は，行政不服審査法（平成二十六年法
律第六十八号）第二十五条第二項及び第三項，第
四十六条第一項及び第二項，第四十七条並びに第
四十九条第三項の規定の適用については，指定登
録機関の上級行政庁とみなす．

（農林水産大臣及び環境大臣による登録事務の実施
等）
第二十六条　農林水産大臣及び環境大臣は，指定登
録機関の指定をしたときは，登録事務を行わない
ものとする．
2　農林水産大臣及び環境大臣は，指定登録機関が
第二十二条の規定による許可を受けて登録事務の
全部若しくは一部を休止したとき，第二十三条第
二項の規定により指定登録機関に対し登録事務の
全部若しくは一部の停止を命じたとき又は指定登
録機関が天災その他の事由により登録事務の全部
若しくは一部を実施することが困難となった場合
において必要があると認めるときは，登録事務の
全部又は一部を自ら行うものとする．

（公　示）
第二十七条　農林水産大臣及び環境大臣は，次の場
合には，その旨を官報に公示しなければならない．
一　第十二条第一項の規定による指定をしたとき．
二　第二十二条の規定による許可をしたとき．
三　第二十三条の規定により指定を取り消し，又
は登録事務の全部若しくは一部の停止を命じた
とき．
四　前条第二項の規定により登録事務の全部若し
くは一部を自ら行うこととするとき又は自ら
行っていた登録事務の全部若しくは一部を行わ
ないこととするとき．

（農林水産省令・環境省令への委任）
第二十八条　この章に規定するもののほか，免許の
申請，愛玩動物看護師名簿の登録，訂正及び消除，
愛玩動物看護師免許証又は愛玩動物看護師免許証
明書の交付，書換交付及び再交付，第二十六条第
二項の規定により農林水産大臣及び環境大臣が登
録事務の全部又は一部を行う場合における登録事
務の引継ぎその他免許及び指定登録機関に関し必
要な事項は，農林水産省令・環境省令で定める．
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び採点を愛玩動物看護師試験委員（次項及び第三
項並びに次条並びに第三十八条において読み替え
て準用する第十三条第二項及び第十七条において
「試験委員」という．）に行わせなければならない．
2　指定試験機関は，試験委員を選任しようとする
ときは，農林水産省令・環境省令で定める要件を
備える者のうちから選任しなければならない．
3　指定試験機関は，試験委員を選任したときは，
農林水産省令・環境省令で定めるところにより，
農林水産大臣及び環境大臣にその旨を届け出なけ
ればならない．試験委員に変更があったときも，
同様とする．
第三十六条　試験委員は，試験の問題の作成及び採
点について，厳正を保持し不正の行為のないよう
にしなければならない．

（受験の停止等）
第三十七条　指定試験機関が試験事務を行う場合に
おいて，指定試験機関は，試験に関して不正の行
為があったときは，その不正行為に関係のある者
に対しては，その受験を停止させることができる．
2　前項に定めるもののほか，指定試験機関が試験
事務を行う場合における第三十二条及び第三十三
条第一項の規定の適用については，第三十二条第
一項中「その受験を停止させ，又はその試験」と
あるのは「その試験」と，同条第二項中「前項」
とあるのは「前項又は第三十七条第一項」と，第
三十三条第一項中「国」とあるのは「指定試験機
関」とする．
3　前項の規定により読み替えて適用する第三十三
条第一項の規定により指定試験機関に納められた
受験手数料は，指定試験機関の収入とする．

（準　用）
第三十八条　第十二条第三項及び第四項，第十三条
から第十五条まで並びに第十七条から第二十七条
までの規定は，指定試験機関について準用する．
この場合において，これらの規定中「登録事務」
とあるのは「試験事務」と，「登録事務規程」と
あるのは「試験事務規程」と，第十二条第三項中
「第一項」とあるのは「第三十四条第一項」と，「前
項」とあるのは「同条第二項」と，同条第四項中
「第二項の申請」とあるのは「第三十四条第二項
の申請」と，第十三条第二項中「役員」とあるの
は「役員（試験委員を含む．）」と，第十四条第一
項中「第十二条第一項」とあるのは「第三十四条
第一項」と，第十七条中「役員」とあるのは「役
員（試験委員を含む．）」と，第二十三条第二項第
三号中「又は前条」とあるのは「，前条又は第
三十五条」と，第二十四条第一項及び第二十七条

第一号中「第十二条第一項」とあるのは「第
三十四条第一項」と読み替えるものとする．

（試験の細目等）
第三十九条　この章に規定するもののほか，試験科
目，第三十一条第二号の規定による愛玩動物看護
師養成所の指定，受験手続，試験事務の引継ぎそ
の他試験及び指定試験機関に関し必要な事項は，
農林水産省令・環境省令で定める．

第四章　業務等
（業　務）
第四十条　愛玩動物看護師は，獣医師法第十七条の
規定にかかわらず，診療の補助を行うことを業と
することができる．
2　前項の規定は，第九条第一項の規定により愛玩
動物看護師の名称の使用の停止を命ぜられている
者については，適用しない．

（獣医師との連携）
第四十一条　愛玩動物看護師は，その業務を行うに
当たっては，獣医師との緊密な連携を図り，適正
な獣医療の確保に努めなければならない．

（名称の使用制限）
第四十二条　愛玩動物看護師でない者は，愛玩動物
看護師又はこれに紛らわしい名称を使用してはな
らない．

（経過措置）
第四十三条　この法律の規定に基づき命令を制定
し，又は改廃する場合においては，その命令で，
その制定又は改廃に伴い合理的に必要と判断され
る範囲内において，所要の経過措置（罰則に関す
る経過措置を含む．）を定めることができる．

第五章　罰　則
第四十四条　第十七条第一項（第三十八条において
準用する場合を含む．）の規定に違反して，登録
事務又は試験事務に関して知り得た秘密を漏らし
た者は，一年以下の懲役又は五十万円以下の罰金
に処する．
第四十五条　第二十三条第二項（第三十八条におい
て準用する場合を含む．）の規定による登録事務
又は試験事務の停止の命令に違反したときは，そ
の違反行為をした指定登録機関又は指定試験機関
の役員又は職員は，一年以下の懲役又は五十万円
以下の罰金に処する．
第四十六条　第三十六条の規定に違反して，不正の
採点をした者は，一年以下の懲役又は五十万円以
下の罰金に処する．
第四十七条　次の各号のいずれかに該当するとき
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イ　施行日前に学校教育法に基づく大学を卒業
した者であって，当該大学において農林水産大
臣及び環境大臣の指定する科目を修めたもの
ロ　施行日前に学校教育法に基づく大学に入学
した者であって，農林水産大臣及び環境大臣
の指定する科目を修めて施行日以後に卒業し
たもの
ハ　第二条第二項に規定する業務（診療の補
助を除く．）に必要な知識及び技能を修得さ
せる養成所であって都道府県知事が指定した
ものにおいて，施行日前に当該知識及び技能
の修得を終えた者
ニ　第二条第二項に規定する業務（診療の補
助を除く．）に必要な知識及び技能を修得さ
せる養成所であって都道府県知事が指定した
ものにおいて，この法律の施行の際現に当該
知識及び技能を修得中であり，その修得をこ
の法律の施行日以後に終えた者

二　愛玩動物看護師国家試験予備試験（以下「予
備試験」という．）に合格した者

（予備試験）
第三条　農林水産大臣及び環境大臣は，試験を受け
ようとする者が第三十一条第一号又は第二号に掲
げる者と同等の知識及び技能を有するかどうかを
判定することを目的として，施行日から五年を経
過する日までの間，毎年一回以上，予備試験を行う．
2　予備試験は，第二条第二項に規定する業務（診
療の補助を除く．）を五年以上業として行った者
又は農林水産大臣及び環境大臣がこれと同等以上
の経験を有すると認める者であって，農林水産大
臣及び環境大臣が指定した講習会の課程を修了し
たものでなければ，受けることができない．
3　第三十二条及び第三十三条の規定は，予備試験
について準用する．
第四条　農林水産大臣及び環境大臣は，前条第一項
の規定により予備試験を行う場合において，第
三十四条第一項の規定により指定試験機関の指
定をするときは，当該指定試験機関に，予備試験
の実施に関する事務（次項及び次条において「予
備試験事務」という．）を行わせるものとする．
2　前項の規定により指定試験機関に予備試験事
務を行わせる場合における第三十四条第二項，第
三十五条第一項，第三十六条，第三十七条，第
三十八条及び第四十四条から第四十七条までの規
定の適用については，第三十四条第二項中「試験
事務」とあるのは「試験事務及び附則第四条第一
項に規定する予備試験事務（以下この章及び第五
章において「予備試験事務」という．）」と，第

は，その違反行為をした指定登録機関又は指定試
験機関の役員又は職員は，三十万円以下の罰金に
処する．
一　第十八条（第三十八条において準用する場
合を含む．）の規定に違反して，帳簿を備え付
けず，帳簿に記載せず，若しくは帳簿に虚偽の
記載をし，又は帳簿を保存しなかったとき．
二　第二十条（第三十八条において準用する場
合を含む．）の規定による報告をせず，又は虚
偽の報告をしたとき．
三　第二十一条第一項（第三十八条において準用
する場合を含む．以下この号において同じ．）
の規定による立入り若しくは検査を拒み，妨
げ，若しくは忌避し，又は同項の規定による質
問に対して陳述をせず，若しくは虚偽の陳述を
したとき．
四　第二十二条（第三十八条において準用する場
合を含む．）の許可を受けないで登録事務又は
試験事務の全部を廃止したとき．

第四十八条　次の各号のいずれかに該当する者は，
二十万円以下の罰金に処する．
一　第九条第一項の規定により愛玩動物看護師の
名称の使用の停止を命ぜられた者で，当該停
止を命ぜられた期間中に，愛玩動物看護師の名
称を使用したもの
二　第四十二条の規定に違反して，愛玩動物看護
師又はこれに紛らわしい名称を使用した者

附　則
（施行期日）
第一条　この法律は，公布の日から起算して三年を
超えない範囲内において政令で定める日から施行
する．ただし，第三十四条から第三十六条まで，
第三十八条（第十八条及び第二十五条の規定を準
用する部分を除く．）及び第三十九条の規定並び
に第四十四条，第四十五条及び第四十七条（第一
号を除く．）の規定（指定試験機関に係る部分に限
る．）並びに附則第四条，第五条，第九条及び第十
条の規定は，公布の日から起算して六月を超えな
い範囲内において政令で定める日から施行する．

（受験資格の特例）
第二条　次の各号のいずれかに該当する者は，第
三十一条の規定にかかわらず，試験を受けること
ができる．
一　次のいずれかに該当する者であって，この法
律の施行の日（以下「施行日」という．）から
五年を経過する日までに農林水産大臣及び環境
大臣が指定した講習会の課程を修了したもの



79

三十五条第一項中「試験の」とあるのは「試験及
び愛玩動物看護師国家試験予備試験（以下この章
において「予備試験」という．）の」と，第
三十六条中「試験の」とあるのは「試験及び予備
試験の」と，第三十七条第一項中「試験事務」と
あるのは「試験事務及び予備試験事務」と，「試
験に」とあるのは「試験又は予備試験に」と，同
条第二項中「試験事務」とあるのは「試験事務及
び予備試験事務」と，「第三十三条第一項の規定」
とあるのは「第三十三条の規定（附則第三条第三
項において準用する場合を含む．）」と，「第
三十二条第一項中」とあるのは「第三十二条第一
項中「試験に」とあるのは「試験又は愛玩動物看
護師国家試験予備試験（以下この条及び次条にお
いて「予備試験」という．）に」と，」と，「「その
試験」とあるのは「「その試験又は予備試験」と，
「前項又は第三十七条第一項」とあるのは「前項
又は附則第四条第二項の規定により読み替えて適
用する第三十七条第一項」と，「第三十三条第一
項中」とあるのは「「試験」とあるのは「試験又
は予備試験」と，第三十三条第一項中「試験」と
あるのは「試験又は予備試験」と，」と，「とする」
とあるのは「と，同条第二項中「試験」とあるの
は「試験又は予備試験」とする」と，同条第三項
中「前項」とあるのは「附則第四条第二項の規定
により読み替えて適用する前項」と，第三十八条
中「これらの規定」とあるのは「これらの規定（第
十二条第三項第一号を除く．）」と，「試験事務」」
とあるのは「試験事務及び予備試験事務」」と，
「試験事務規程」とあるのは「試験及び予備試験
事務規程」と，「同条第四項」とあるのは「同項
第一号中「，登録事務の実施」とあるのは「，試
験事務及び附則第四条第一項に規定する予備試験
事務（以下この章において「予備試験事務」とい
う．）の実施」と，「の登録事務」とあるのは「の
試験事務及び予備試験事務」と，「登録事務の適
正」とあるのは「試験事務及び予備試験事務の適
正」と，同条第四項」と，「第三十五条」とある
のは「附則第四条第二項の規定により読み替えて
適用する第三十五条」と，第四十四条及び第
四十五条中「第三十八条」とあるのは「附則第四
条第二項の規定により読み替えて適用する第
三十八条」と，「試験事務」とあるのは「試験事
務及び予備試験事務」と，第四十六条中「第
三十六条」とあるのは「附則第四条第二項の規定
により読み替えて適用する第三十六条」と，第
四十七条第一号及び第四号中「第三十八条」とあ
るのは「附則第四条第二項の規定により読み替え

て適用する第三十八条」と，同号中「試験事務」
とあるのは「試験事務及び予備試験事務」とする．
第五条　前二条に規定するもののほか，予備試験の
試験科目及び受験手続，予備試験事務の引継ぎそ
の他予備試験及び予備試験事務を行う指定試験機
関に関し必要な事項は，農林水産省令・環境省令
で定める．

（名称の使用制限に関する経過措置）
第六条　この法律の施行の際現に愛玩動物看護師又
はこれに紛らわしい名称を使用している者につい
ては，第四十二条の規定は，この法律の施行後六
月間は，適用しない．

（試験及び予備試験の実施に関する特例）
第七条　第三十条及び附則第三条第一項の規定にか
かわらず，施行日の属する年においては，試験及
び予備試験を行わないことができる．

（登録免許税法の一部改正）
第八条　登録免許税法（昭和四十二年法律第三十五
号）の一部を次のように改正する．
別表第一第三十二号（二十）の次に次のよう
に加える．

（農林水産省設置法の一部改正）
第九条　農林水産省設置法（平成十一年法律第
九十八号）の一部を次のように改正する．
第四条第一項第二十二号中「獣医師及び」を
削り，同号の次に次の二号を加える．
二十二の二　獣医師に関すること．
二十二の三　愛玩動物看護師に関する事務の
うち所掌に係るものに関すること．

（環境省設置法の一部改正）
第十条　環境省設置法（平成十一年法律第百一号）
の一部を次のように改正する．
第四条第一項第十七号の次に次の一号を加え
る．
十七の二　愛玩動物看護師に関する事務のう
ち所掌に係るものに関すること．

（二十の二）　愛玩動物看護
師法（令和元年法律第
五十号）による愛玩動物
看護師名簿にする登録

イ　愛玩動物看護師法第
六条第一項（登録）の
愛玩動物看護師の登録

登録
件数

一件につき
九千円

ロ　登録事項の変更の登
録

登録
件数

一件につき 

千円
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愛玩動物看護師法の概要

主 な 内 容

愛玩動物に関する
•獣医療の普及・向上
•適正な飼養 民間の統一資格保有者：約 2万人

愛玩動物＊の看護等の業務に従事する者の資質向上・業務の適正を図るため，愛玩動物看護師の資格を定める
＊愛玩動物：獣医師法第 17 条に規定する飼育動物のうち，犬，猫その他政令で定める動物

愛玩動物看護師の免許
•愛玩動物看護師国家試験に合格
•主務大臣の免許
•主務大臣は，登録機関及び試験機関を指定できる
•知識の修得等の受験資格を規定
主務大臣：農林水産大臣及び環境大臣

愛玩動物看護師の業務
•獣医師の指示の下に行われる愛玩動物の診療の補助
（獣医師法第 17条の規定にかかわらず実施可能）
•愛玩動物の世話その他の看護
•愛玩動物の愛護・適正な飼養に係る助言その他の支援

•愛玩動物看護師又はこれに紛らわしい名称の使用制限

本法成立の背景

•獣医療の内容の高度化，多様化→診療現場でのチーム獣医療に果たす役割への期待
•犬・猫の飼養頭数は，15歳未満人口を上回る約 2000 万頭→飼い主による健康管理やしつけの重要性
•動物を介在した福祉，教育等の諸活動への期待

愛玩動物看護師の業務範囲の考え方（イメージ）

獣 医 療

診　療
•手術，X線検査，診察等に基づく診断など

その他の看護
•入院動物の世話，診断を伴わない検査など

動物の愛護及び適正な飼養に関する業務
•動物の日常の手入れに関する指導・助言（グルーミング，爪切り，歯磨き等）
•人と動物の共生に必要な基本的なしつけ（適切な社会化を促す為の教室の開催）
•動物介在教育（AAE）への支援（小学校等を訪問し学習活動をサポート）
•動物介在活動（AAA）への支援（高齢者施設等でのセラピー活動）
•動物飼養困難者（高齢者等）への飼育支援（家庭訪問，電話等で飼育に関する助言）
•災害発生時の被災動物適正飼養の為の支援（地方自治体との連携協力）
•動物のライフステージに合わせた栄養管理（ペットショップ等での食事相談） など

診療の補助
•獣医師の指示の下に行う採血，投薬（経口など），マイクロチップ挿入，カテーテル
による採尿など

愛
玩
動
物
看
護
師
の
業
務

愛玩動物看護師
以外も実施可能

獣医師のみ
実施可能

愛玩動物看護師
のみ実施可能

（獣医師も引き続き
実施可能）

その他一般業務
•診察受付・院内の衛生管理・備品の在庫管理など
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愛玩動物看護師の受験資格について

　　　愛 玩 動 物 看 護 師 資 格（登録）

愛 玩 動 物 看 護 師 試 験

主務大臣※1 が指定する講習会（附則 2条 1号）

合格

大学で主務大臣※1

が指定する科目を
修めて卒業（31
条 1号）

省令で定める基準に適合する養
成所※2 で，3 年以上愛玩動物
看護師として必要な知識・技
能を修得した者（31条 2号）

大学で主務大
臣※1 が指定す
る科目を修め
て，施行日前に
卒業した者（附
則 2条 1号イ）

愛玩動物看護師の業務（診療の補助を除く）に係る実務経験 5年以上を有する者又
は主務大臣※1 がこれと同等以上の経験を有すると認めた者（附則 3条 2項）

養成所※2 で愛玩動物
看護師として必要な知
識・技能（診療の補
助を除く）の修得を，
施行日前に終えた者
（附則 2条 1号ハ）

施行日前に入学し
た大学で主務大臣
※1 が指定する科
目を修めて，施行
後に卒業した者
（附則2条1号ロ）

養成所※2 で愛玩動物
看護師として必要な知
識・技能（診療の補
助を除く）の修得を，
施行後に終えた者（附
則 2条 1号ニ）

予備試験※4
（附則 3条 1項）

主務大臣※1が指定する
講習会（附則3条2項）

外国の関連学校等の卒業者又は外国で愛
玩動物看護師免許に相当する免許取得者
で，主務大臣が 31 条 1 号又は 2 号の
者と同等以上と認めた者（31条 3号）

【通常ルート】

【特例措置
（既卒者）】

【特例措置（未就学者）】

【特例措置
（在学者）】

合
格（
附
則
2
条
2
号
）

修
了
※
3

修了

※ 1　農林水産大臣及び環境大臣
※ 2　都道府県知事が指定

※ 3　施行日から 5年を経過する日までに修了
※ 4　施行日から 5年を経過する日まで，毎年 1回以上実施

愛玩動物看護師法 施行スケジュール（想定） 令和元年 12月 1日時点

＊令和 4年は，予備試験，本試験を行わないことができる（法附則第 7条）

法の一部施行
12 月 1日

法の公布
6 月 28 日

①政省令制定・施行
指定試験機関に関する事項　など

試験機関
申
請
指
定

準 備

大学・養成所の準備

予
備
試
験
＊

養
成
所
指
定

講
習
会

本
試
験
＊

検 討

法 の 全 部 施 行
（公布後3年以内）
令和 4年 6月 27 日迄

②政省令等制定
業務の範囲
対象となる愛玩動物の範囲
大学で必要となる科目
養成所の指定基準
講習会の課程
受験に必要な実務経験
試験に必要な事項
指定登録機関に関する事項
受験・登録手数料　など

4 年度～5年度3年度2年度令和元年度

令和5年12月
末迄に第1回
試験を実施

免
許
登
録

準 備
登録機関
申
請
指
定

指定試験機関の公募
（R1.12.1～R2.1.10）


